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会 期：2018年 10 月 6 日－7 日、11 日－14 日 計 6 日間 
会 場：国立映画アーカイブ 長瀬記念ホール ＯＺＵ（２階） 
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ユネスコ「世界視聴覚遺産の日」記念特別イベント 

製作 50周年記念 『2001年宇宙の旅』 
70mm版特別上映 

 開催決定のお知らせ 

平素よりお世話になっております。 

 

国立映画アーカイブ（旧 東京国立近代美

術館フィルムセンター）では、ユネスコ（国際連

合教育科学文化機関）が定めた「世界視聴覚

遺産の日」（10月 27日）を記念して、毎年

特別イベントを開催しています。 

 

本年は、スタンリー・キューブリック監督の

『2001年宇宙の旅』製作 50周年を記念し

て、『ダンケルク』のクリストファー・ノーラン監督

とワーナー・ブラザースの監修によりオリジナルネ

ガから新たにプリントされた『2001年宇宙の

旅』70mm フィルムでの特別上映を実施しま

す。 

第 71回カンヌ国際映画祭のクラシック部門で

5月 13日にプレミア上映された後、欧米各地の

70mm上映館やフィルムアーカイブで巡回上映

中の『2001年宇宙の旅』50周年記念70mm

プリントが、いよいよ 10月に、日本のスクリーンに

登場します。 

 

上映は１日２回、計６日間 12回、入場料

は特別料金となります。現在国内で 70mm映

画を上映できる劇場は、国立映画アーカイブ

１館のため、今回の上映が最後の予定です。こ

の限定上映を多くの方にご覧いただけますよ

う、今後の周知へのご協力をお願いいたしま

す。 

＊東京国立近代美術館フィルムセンターは、2018年 4月 1日より国立映画アーカイブとなりました。 

○本企画をご紹介いただける場合、広報用画像をご用意しておりますので、下記担当者までご連絡ください。 

本企画に関するお問い合わせ  国立映画アーカイブ（教育・事業展開室 冨田 ／ 広報については広報・発信室 吉田） 

〒104-0031 東京都中央区京橋 3-7-6 電話：03-3561-0823／FAX：03-3561-0830／E-mail：pr@nfaj.go.jp 



 
プレスリリース 

 

ユネスコの視聴覚保存機関連絡協議会（CCAAA）による世界視聴覚遺産の日 2018年の標語 

Your story is moving!    映像、それは感動の物語 

【企画名】ユネスコ「世界視聴覚遺産の日」記念特別イベント 製作 50周年記念 『2001年宇宙の旅』 70mm版特別上映 

【日 時】2018年 10月 6日［土］－7日［日］、11日［木］－14日［日］ 

【場 所】国立映画アーカイブ 長瀬記念ホール ＯＺＵ（２Ｆ） 

【主 催】国立映画アーカイブ、ワーナー ブラザース ジャパン合同会社 

【特別料金】一般 2,500円／高校・大学生・シニア 2,000円／小・中学生・障害者（付添者は原則 1名まで）1,300円 

＊国立映画アーカイブ及び東京国立近代美術館のキャンパスメンバーズ料金は当日券のみあり（1,900円） 

＊前売券：9月 1日（土）12：00 pmより、チケットぴあにて全上映回の前売券（全席自由席・各 200席分）を販売し

ます。［P コード：558-820］ 

掲載用のお問い合わせ先：03-5777-8600（ハローダイヤル） 

本企画ウェブサイト：http://www.nfaj.go.jp/exhibition/unesco2018/ 

○本企画に関するお問い合わせ  国立映画アーカイブ（教育・事業展開室 冨田 ／ 広報素材については広報・発信室 吉田） 

〒104-0031 東京都中央区京橋 3-7-6 電話：03-3561-0823／FAX：03-3561-0830／E-mail：pr@nfaj.go.jp 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

映画フィルム、テレビ番組、様々な録音・録画物などの視聴覚遺産を保存し安全保護する事業や活動を推進し、その重要さを啓蒙するために、ユネス

コが2006年に定めた国際記念日。ユネスコに属する視聴覚保存機関連絡協議会（CCAAA）での決定を受けて2007年から世界で実施されてい

る。なお、10 月 27 日は、1980 年ベオグラードで「映像の保護及び保存に関するユネスコ勧告」が採択された日。国立映画アーカイブが加盟している

国際フィルムアーカイブ連盟（FIAF）でも、連盟をあげてこの日を祝うことを決定し、世界中の会員機関が記念イベントなどの事業に取り組んでいる。 

本企画のみどころ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユネスコ「世界視聴覚遺産の日」（10月 27日） 

１．『ダンケルク』のクリストファー・ノーラン監督とワーナー・

ブラザースの監修によって、『2001 年宇宙の旅』（スタンリ

ー・キューブリック監督、1968 年）のオリジナル・カメラネガ

からデジタル処理を介さずに作成された 70mmニュープリン

トによる、日本国内では最初で最後の上映です（予定）。 

 

２．音は、1968 年の公開当時と同じ 6 チャンネルサウンド

で、上映前の前奏曲、休憩時の音楽、終映時の音楽まで

再現されます。 

 

３．S・スピルバーグや C・ノーランら後の映画監督、映画作

品、特撮技術、そして文化に多大な影響を与えた『2001 年

宇宙の旅』を、公開当時と同様の映像・音、そして上映方法

でご鑑賞いただけます。 

 

４．70mm フィルムでの映画上映を体験する稀少な機会で

す。 
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